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胃 液
関 係 法 令 3 。 富山県教育 委員会との連絡協議会を開催
（教育 学部）
ザ�ー' 内 規 員。 3 4砂 「ヘルン文庫」に関する公開講座を開設
（附属図書館）
議 4』 5議 5 ‘’ 「ヘルン文庫来富75年展」を公開 ーZ玄
4・ 学内レクリエーション（バドミントン大会， 卓
ザ�・' 事 球大会， ボウリング大会）を実施一一一一一ーーーーーー
• 学位取得者 6 4砂 海外渡航者 ー
. 外国人来訪者 ー
人 事 異 動 一一一一一一一…… 7 
職 員 消 息
品-r同 内 諸 幸自 ． 住所変更ー
4砂 叙勲ー 7 4砂 改姓
. 教職員文化展を開催 ー..................・・・・・・a・ー・・・..ー，，．ー．，ー・， 9 
• 就職に関する講演会を開催 9 主 要 行 事
4砂 大学開放の在り方を考えるフォーラムを















る政令（364) （ 平10.11.9 官報第2503号）
（省 令）
O国立学校における授業料その他の費用に関する省令の




O日 本体育・学校 健康センタ一法施行規則の一部を改 正







O 平成11年度科学 研究費補助金奨励 研究（B）の計画調
書の提出期間等を定める件（文部151) （ 平10.11. 2
官報第2499号）
O中等教育学校並びに 併設型中学校及び 併設型高等学校






ー 富山大学国際交流会館規則の制定理由一一一一一一一一一一一 一一一…一一一一一一一一一一 一一一’…一....・－司，一一一一一一 一一一一一一一一一一：
富山大学に， 外国人留学生及び外国人 研究者に居住の場を提供し ． もって ， 教育 研究の国際交流の推進に寄






第 1 条 富山大学（以下 「本学」という。）に， 富山大
学国際交流会館（以下「会館」という。）を置く。
（目 的）
富山大学 長 時 i事 責
第 2 条 会館は， 外国人留学生（以下「留学生」という。）
及び外国人 研究者（以下「 研究者」という。）に居住
の場を提供し， もって， 教育 研究の国際交流の推進に
寄与することを目的とする。
（職 員）






第4 条 館 長は， 学生部 長をもって充てる。
2 館 長は， 会館の業務を掌理する。
（運営委員会）
品ι守・
第 5 条 会館の管理運営に関する重要事項を審議するた
め， 富山大学国際交流会館運営委員会（以下「運営委
員会」という。 ）を置く。









(3) 各学部から選出された国際交流委員会委員 各 1
人
(4) 留学生専門教育担 当教員及び日 本語・日 本事情担
当教員
(5) 庶務部 長
( 6) 学生部次 長
第 8 条 運営委員会に委員 長を置き． 館 長をもって充て
る。
2 委員 長は運営委員会を招集し， その議 長となる。
3 委員 長に事 故あるときは， 委員 長があらかじめ指名
した委員が， その職務を代行する。
第9 条 運営委員会は， 構成員の半数以上が出席しなけ
れば開会できない。
2 運営委員会の議事は， 出席委員の過半数をもって決
する。 ただし， 可否同数のときは， 議 長がこれを決す
る。
（意見の聴取）
第10 条 運営委員会が必要と認めたときは， 委員以外の
者の出席を求めて意見を聴くことができる。
（入居資格）
第11 条 会館に入居する資格を有する者は， 次の各号の
ーに掲げる者とする。
(1) 本学に在籍する留学生及びその家族
(2) 本学で 研究に従事する 研究者及びその家族




第12 条 会館に入居することのできる期間（以下 「入居
期間」という。 ）は， 原則として， 留学生にあっては
3 月以上 1 年以内， 研究者にあっては 1 月以上I年以
内とする。 ただし， 館 長がやむを得ない事由があると
認めたときは， 1 年以内を限度として入居期間を延 長
することができる。
（入居申請及び許可）














3 入居者は， 寄宿料等のほか， 光熱水料その他必要な
経費を負担しなければならない。
（入居許可の取消し）
第15 条 館長は， 入居者が次の各号のーに 該 当するとき
は， 入居の許可を取り消すことができる。













(3) 前条第 1 項の規定により， 入居の許可を取り消さ
れたとき。
（退去手続）
第17 条 入居者が会館を退去するときは， 退去屈を館 長
に提出しなければならない。 ただし， 第15 条第 1 項の




第18 条 会館を使用する者は． 会館の施設設 備の保 全，




(2) 居室を他の者に転貸したり， 住 居以外の目的に使
用しないこと。
(3) 居室の改造， 模様替等により， 原状を変更しない
」と。




第19 条 会館の多目的室を使用するときは， 館 長の許可
を受けなければならない。
（賠償義務）
第20 条 会館を使用する者は， 故意又は過失により会館
報 第407号
の施設， 設 備及び 備品等を滅失． 破損又は汚損したと




第21 条 会館に， 入居者の生活上の諸問題に関する 相談
を受け， 必要な助言を行うため， 必要に応じて． 生活
相談員を置くことができる。
2 生活 相談員は， 運営委員会委員のうちから， 館 長が
委嘱する。
（事 務）
第22 条 会館及び運営委員会に関する事務は， 学生部学
生 課において処理する。
（雑 則）
第23 条 この規則に定めるもののほか， 会館の運営に関




















































































学 位 取 得 者






日本 企業の内部における技能 形成とインセンテイプシステムに関する実証 研究
一 組織 経済理論からの アプロ チーー
論文の要旨 この論文は， 日本製造業の代表的 企業 2杜におけるブルーカ ラー従業員に
関する人的資源管理システムを中心に行った実証 研究 を通し， 次の仮説 を検
証しようとしたものである。すなわち， 日本 企業の内部において， 基本的技能 ，
統合的技能 ， 組織的技能 といった技能 を従業員に計画的， かっ漸進的に 形成させていく方針がとられている。 そして，
以上のように技能 を 形成させるため， 各段階ごとに異なるインセンテイプの与え方を 組み合わせたダイナミックな昇
格昇給システムと評価システムがデザインされている。
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ゅー）［！）�
異動区分 発令年月日 氏 名 異 動 前 の 所属 官 職 異 動 内 d甘宅．
退 職 1 0 . 1 2 1 高 松 典 子 人文学部・理学部学務第二係 平成10年11月30 日限り任期満了により退職
育児休業 1 0.1 2. 1 中 村 良 恵 人文学部・理学部学務第二係 職務復帰










本学には， 昭和33年にまいりましたが， 昭和38年から月 1回午後に大谷技術短
大で， ゼミの学生実習のため電子計算機を使用させてもらいました。数学の学生
には， 電子計算機が向いていることが分かりました。 富山大学にも電子計算機を
設置したいという話が， 工学部の 故 長元先生からありました。この話がもとで昭
和40年に 富山大学計算センターが設立され， その時からセンター 長を12年間務め
ました。その後センターは総合情報処理センターへと大きく発展いたしました。
もう一つは， 昭和60年秋に 富山大学で日本数学会の 全国大会を開催したことで
す。数学会が， 本ナMの日本海側の都市で開催されたのは， 富山大学が初めてです。
この学会から 工 夫し改めたこともあります。大学本部をはじめ， 各学部には会場











富山大学に奉職中に携わった教育， 研究の跡を顧みますと， ただただ 馬齢を重
ねたに過ぎず， 皆様に対して報いるところはなはだ乏しく， まことに恐縮に存じ
ております。
いうまでもなく， この勲章を頂いたのは， 大学在職中の諸先輩， 同僚， 学生の
皆様のほか私の存じ上げている方々皆様のお力でございます。皆様方から頂戴し
たご厚意， ご援助， ご協力の賜と， 心から感謝申し上げる次第であります。
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《教職員文化展を開催》





















講演会は， 就職情報 全般（11月11日（刻） ， 国家公務員
採用試験や任用制度（11月17日（火） ， 面接の重要性( 11
月2 5日（樹）， 仕事と育児の両立（11月30日（月） について，
学外の講師により懇切丁寧な講演， 体験発表・模擬面接




















































の問で． 連絡協議会を設置し， 去る11月 2 日（月）に連絡協
議会を開催しました。
協議会には， 県教委から学校教育部 長はじめ県総合教
育センタ一所 長など 8 人， 大学からは教育学部 長， 学部
評議員など 7人が出席し， 田中教育学部 長と金井学校教
































「 ヘ ル ン 文 庫来富75年展」を公開

















平成10年度学内バドミントン大会が， 去る10月27日（刈から11月19日（木）の約4 週間にわ たって 本学第1体育館で行わ れ
ました。
本大会は， 団 体戦で 7チーム（56人）の参加があり， 今年から参加しやすいように適宜昼休み時間に試合を行い まし















学 生 部 工 学 部 人文学部・理学部 教育学部
【 3位決定戦】 ｜人文学部・理学部 ｜ 2 -1 工学部
＜卓 球 大 会＞
平成10年度学内卓球大会が， 去る 11月20日後）に 本学第 2 体育館において行わ れました。
本大会には， 本部A（ 経理部）， 本部B（庶務部・学生部）， 経済学部・ 附属図書館， 教育学部， 工学部A， 工学部
Bの 6チームが参加して， 予選リーグ， 決勝トーナメントが繰り 広げられ， 晩秋の夜のひとときに心地よい汗をかいて
いました。
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＜ボウリング大会＞
平成10年度学内ボウリング大会が， 去る11月26日（木）に 富山地鉄ゴールデンボウルで行われ， 男子54人， 女子20人の合
計74人が集い， 男女が自由に 4 人一組となり計19チームにより熱戦が繰り 広げられました。
本大会は， 団対戦と個人戦で行わ れ， 日ごろの成果を発揮しようとスウイート・スポットを狙ってボウルを投じ， ス
トライクに 歓声を揚げたり， また， ため息をついたりと初冬の夕べのひとときを楽しんでいました。
なお， 成績は次のとおりです。
【団 対 戦】
会 優 勝 工学 部 Ace（井淳真由美， 堀田裕弘， 高村浩之， 高野登）
大 準優勝 経 済 学 部 A（戸川成弘， 山田知訓， 浦島布美子， 森田智）





女 優 勝 森 雅之（工 学 部） 327点
食 準優勝 戸川 成弘（ 経 済 学 部） 325点
食 第 3位 小林 司（工 学 部） 310点
ハイゲーム賞 北 治夫（ 経 理 部） 195点
【女子個人戦】
女 優 勝 井i畢真由美（工 学 部） 330点
食 準優勝 串田小百合（ 附属図書館） 319点
交 第 3位 長崎 宏美（人 事 課） 316点
ハイゲーム賞 井淳真由美（工 学 部） 171点
⑤⑤⑤⑮⑤ 
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的
外国出張 人文学部 教 授 藤 本幸夫 ’t ト ナ ム 漢籍研究所における第 2次ワークシヨツプに出席， 研究交流
,,. 助教授 佐々木 重洋 カ メ lレ ン エジャガム族等に関する調査等
カ ナ ダ
教育学部 教 諭 陽 堅友 ス r{ イ ン 平成10年度国立大学・学部附属学校附属中学校 イ タ ア 等教官海外教育事情等視察のため
フ フ ン ス
第28回北米神経科学会議に出席， 研工学 部 教 授 佐々木和 男 アメリカ合衆国 究発表
「環日本海地域における開発と環境
経済学部 教 授 森 岡 裕 ロ ン ア 逮 邦 に関する調査研究」に関する資料収
集











































職 氏 名 渡 航 先 国 目 的
助教 授 フリーラジカル細胞系からの発生計松 郷誠 一 アメリカ合衆国 量法の確立に関する調査研究
教 授 相 馬 恒 雄 イ ン ド インド中央構造帯に関する情報収集
助 手 「選択酸化触媒に関する研究」につ宮崎 隆 文 アメリカ合衆国 いての研究打合せ及び資料収集
助教 授 伸張一短縮サイクル運動の疲労に関堀 田 籾 基 フ ィ ン ラ ン ド する調査
アメリカ合衆国 紛争処理機関の実態と普及促進に関助教 授 i峯 井 啓 フ フ ン ス
連 tロ為 王 国 する調査研究
講 師 第51回アメリカ物理学会流体力学部佐 竹 信 一 アメリカ合衆国 門D FD98に出席， 研究発表
⑮⑨＠⑧⑤⑤ 




，巨a『 職 氏 名
教 諭
（附属養護学校） 脊 戸 みちる
助 手
（生物園機能）
蒲 池 浩 之
文部 技官
（応用化 学）




官 職｜ 氏 名
文部 技官｜
｜平 田 暁 子





















10.11.2 1  
10.11.25 
期 間
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己主lrID�
本 部










9日～11日 北 陸地区国立学校等人事事務 研修（金沢大学）






























18日～20日 平成10年度国立学校等幹部職員 研修（部 長級）
（国立教育会館）

































































27日～28日 3 年次合宿研修（国立 立山少年自然の家）




13日 平成10年度夜間主コース設 置大学 学部長会議
(KKR HOTEL TOKYO) 
18日 学部就職指導委員会
博士課程設 置検討委員会









































































富山 市五福3 1 9 0 
あけぼの企画株式会社
富山市住吉町1丁目5-18
電 話（2 4)17 5 5附
